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「
沿
線
散
歩
」
を
終
着
駅

付
近
か
ら
始
め
る
。
休
日
、

筆
者
の
東
京
へ
の
通
勤
の
起

点
で
あ
る
柳
瀬
川
駅
か
ら
寄

居
駅
ま
で
行
き
、
「
玉
淀

（
た
ま
よ
ど
）
」
と
「
鉢
形

（
は
ち
が
た
）
城
跡
」
を
歩

い
た
。

玉
淀
ま
で
約
10
分
。
川
原

に
下
り
て
、
静
か
に
流
れ
る

荒
川
と
、
対
岸
の
崖
の
上
に

あ
る
鉢
形
城
跡
の
森
を
眺
め

た
。
川
原
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
む
人
、
川
の
中
に
は

釣
り
人
や
水
遊
び
を
す
る
人

の
姿
が
あ
っ
た
。

玉
淀
と
は
、
「
玉
の
よ
う

に
美
し
い
川
の
よ
ど
み
」
と

の
意
味
で
、
荒
川
が
秩
父
山

地
か
ら
平
野
部
に
流
れ
出
る

際
に
よ
ど
み
が
で
き
た
と
い

う
。
昭
和
10
年
に
県
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
、
文
豪
の
田
山

花
袋
は
紀
行
文
「
秩
父
の
山

裾
」
の
中
で
、
「
東
京
付
近

で
こ
れ
ほ
ど
雄
大
な
眺
め
を

持
っ
た
峡
谷
は
他
に
な
い
」

と
激
賞
し
た
。
や
や
オ
ー
バ
ー

な
表
現
か
な
、
と
思
い
つ
つ
、

そ
ば
の
正
喜
橋
を
渡
る
と
、

そ
こ
は
鉢
形
城
跡
の
一
部
だ
。

荒
川
と
そ
れ
に
合
流
す
る

深
沢
川
に
挟
ま
れ
た
断
崖
の

上
に
築
か
れ
た
城
―
―
砦

（
と
り
で
）
の
イ
メ
ー
ジ
に

近
い
―
―
で
、
１
５
９
０
年

（
天
正
18
年
）
の
秀
吉
の
小

田
原
攻
め
の
際
に
、
攻
め
ら

れ
た
側
の
後
北
条
氏
の
拠
点

の
一
つ
だ
っ
た
。

前
田
利
家
ら
に
包
囲
さ
れ

て
１
カ
月
余
り
籠
城
し
た
の

ち
、
城
主
の
北
条
氏
邦
（
う

じ
く
に
）
は
、
城
兵
の
助
命

を
条
件
に
城
を
明
け
渡
し
た

話
は
有
名
な
よ
う
だ
。

97
年
か
ら
01
年
ま
で
の
発

掘
調
査
の
あ
と
、
鉢
形
城
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
史

跡
は
24
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
。
歩
く
と
、
規
模
の
大

き
さ
を
実
感
す
る
。

「
秩
父
曲
輪
」
（
ち
ち
ぶ

く
る
わ
）
―
―
曲
輪
は
、
城

の
中
の
石
や
土
塁
、
堀
で
囲
っ

た
区
域
の
こ
と
。
こ
こ
は
重

臣
、
秩
父
孫
次
郎
が
守
っ
た

―
―
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
で
、

復
原
さ
れ
た
四
阿
（
あ
ず
ま
）

か
ら
、
庭
園
跡
や
石
積
み
土

塁
を
見
渡
す
。
こ
こ
で
宴
を

張
っ
た
の
か
も
。
鉢
形
城
歴

史
館
（
04
年
10
月
開
館
）
で

得
た
ば
か
り
の
知
識
を
も
と

に
往
時
に
思
い
を
馳
せ
る
。

城
の
中
心
部
の
「
本
曲
輪
」

に
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
筆

に
な
る
、
花
袋
の
漢
詩
碑
が

あ
る
。
「
襟
帯
山
河
好

雄

視
関
八
州

古
城
跡
空
在

一
水
尚
東
流
」
。
帰
宅
し
て

辞
書
を
引
く
と
、
襟
帯
は
、

山
河
に
取
り
囲
ま
れ
た
要
害

と
あ
る
。
要
害
を
囲
む
山
河

は
好
（
う
つ
く
）
し
く
、
こ

こ
か
ら
雄
然
と
関
東
一
円
に

に
ら
み
を
き
か
し
た
。
そ
の

古
城
の
跡
は
む
な
し
い
が
、

そ
ば
に
は
一
筋
の
川
が
、
往

時
と
同
様
に
静
か
に
東
に
流

れ
て
い
る
―
―
。
確
か
に
こ

こ
か
ら
の
眺
め
は
詩
情
豊
か

で
、
雄
大
に
見
え
て
き
た
。
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玉淀川原から鉢形城跡を望む

「
こ
れ
ほ
ど
雄
大
な
眺
め
を
持
っ
た

峡
谷
は
他
に
な
い
」
（
田
山
花
袋
）



駅
前
再
開
発
で
風
景
が
一

変
す
る
街
が
東
上
線
沿
線
で

増
え
て
い
る
。
ふ
じ
み
野
市

の
上
福
岡
駅
西
口
は
そ

の
一
つ
。
25
階
建
て
の

超
高
層
ビ
ル
が
そ
び
え
、

商
業
施
設
も
あ
る
。
２

０
０
６
年
に
完
成
し
た

再
開
発
施
設
「
コ
コ
ネ

上
福
岡
」
だ
。
以
前
は
、

店
舗
付
き
中
層
住
宅
や

木
造
民
家
が
混
在
し
て

い
た
。

再
開
発
は
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
（
独
立
行
政
法
人
、

都
市
再
生
機
構
）
の
施

行
で
、
区
域
は
２
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
超
高
層

ビ
ル
は
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住

宅
２
３
７
戸
。
こ
の
ほ

か
３
棟
あ
り
、
食
品
ス
ー

パ
ー
の
ヤ
オ
コ
ー
を
は

じ
め
と
し
た
物
販
、
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
の
店
舗
・

施
設
（
約
30
）
、
市
役

所
出
張
所
や
子
育
て
支
援
施

設
、
各
種
医
療
機
関
、
駐
車

場
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

コ
コ
ネ
（
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
）

と
い
う
愛
称
は
、
旧
上
福
岡

市
の
花
だ
っ
た
コ

ス
モ
ス
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
頭
文

字
の
組
み
合
わ
せ

で
、
「
上
福
岡
は

こ
こ
ね
！
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
街

に
、
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

都
市
の
魅
力
は
、

固
有
の
歴
史
の
記

憶
を
い
か
に
留
め

る
か
に
左
右
さ
れ

る
が
、
こ
の
点
、

超
高
層
ビ
ル
屋
上

に
は
、
福
岡
河
岸

の
舟
運
に
よ
る
か

つ
て
の
栄
華
を
物

語
る
、
帆
掛
け
舟

の
オ
ブ
ジ
ェ
を
、

駅
前
の
公
園
広
場

に
は
帆
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
彫

刻
を
設
置
す
る
な

ど
、
工
夫
し
て
い

る
。

夜
、
訪
ね
る
と
、
超
高
層

ビ
ル
屋
上
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
照

明
が
あ
て
ら
れ
、
幻
想
的
に

見
え
る
。
一
方
、
中
層
の
施

設
棟
の
壁
面
を
垂
直
に
貫
く
、

11
本
の
投
光
器
に
よ
る
カ
ラ

フ
ル
な
夜
間
照
明
も
目
を
引

く
（
午
後
11
時
頃
ま
で
）
。

現
代
的
な
に
ぎ
や
か
さ
を
演

出
す
る
も
の
だ
。

照
明
は
毎
月
の
テ
ー
マ
と

色
が
決
め
て
あ
り
、
12
分
間

の
静
的
な
照
明
の
あ
と
、
２
、

３
分
の
動
的
な
演
出
が
続
く
。

演
出
は
、
月
ご
と
の
季
節
性

の
高
い
も
の
と
、
年
間
を
通

じ
た
も
の
が
あ
り
、
後
者
は
、

電
車
が
駅
に
近
づ
い
て
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
て
い
き
、
停
車
、

そ
し
て
数
秒
後
に
動
き
出
す

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

上
福
岡
駅
周
辺
は
、
昭
和

30
年
代
に
、
東
洋
一
と
い
わ

れ
た
２
つ
の
日
本
住
宅
公
団

（
現
在
の
都
市
再
生
機
構
）

の
団
地
が
で
き
、
人
口
が
急

増
し
た
。
そ
の
一
つ
の
霞
ヶ

丘
団
地
（
約
１
８
０
０
戸
）

の
一
部
は
こ
の
再
開
発
地
区

に
あ
っ
た
。
団
地
は
建
て
替

え
ら
れ
、
大
部
分
は
Ｕ
Ｒ
賃

貸
住
宅
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
霞
ヶ

丘
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

る
。
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
や
芝

生
広
場
な
ど
の
公
園
に
な
っ

た
部
分
も
あ
る
。
コ
コ
ネ
上

福
岡
の
北
側
周
辺
を
歩
く
と
、

こ
う
し
た
変
貌
ぶ
り
に
触
れ

ら
れ
る
。
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舟運の栄華、昔をしのぶオ
ブジェも目をひく

ココネ上福岡（昼）


